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１．はじめに 

コンクリート構造物の劣化に対し，比較的安価に

その効果が得られる補修工法として表面処理工法

があるが，実質的な効果を利用者が確認する手段は

少ない．このため，平成28年度及び平成29年度の報

告では，この課題に対し撥水性・色調・ひび割れ充

填性の3項目について室内での有効な評価方法を提

案した1)，2)．これに対し，本報告では実構造物にお

いて，同じ3項目の外観観察を行い，これまでの報

告と新たに実施した室内での外観観察の成果を取

りまとめ，評価方法の比較検討を行った． 

２．対象とした実構造物 

対象とした実構造物は，ひび割れが耐久性に影響

を及ぼす要因となるＲＣ構造物とし，新設や既設の

橋台や橋脚（ＲＣ巻立てを含む），擁壁，ボックス

カルバートなどから選定した．表－１に対象とした

構造物を示す．構造物は5箇所とし，その中から表

面処理材の塗布箇所を計14面選定した． 

 表－１ 対象構造物 

 

 

 

 

３．選定した表面処理材 

表－２に選定した6種類の表面処理材を示す．表

面処理材は，室内の供試体には10cm×40cm，実構造

物には50cm×50cmの範囲へ各メーカーの仕様に応

じた量を塗布した． 

 表－２ 表面処理材 

 

 

 

 

 

 

４．外観観察方法 

外観観察は，室内・実構造物ともに，塗布後から

6ヵ月後までの間に観察時期を設定し定期観察した． 

４．１ 撥水性 

撥水性は，室内では写真－１のように，塗布部表

面にスポイトで1gの水滴を垂らし，この水滴径の最

大値および最小値をノギスで測定し，この平均値に

より定量的に評価した．これに対し，実構造物では

垂直なコンクリート面へ霧吹きで水を任意に吹付

け，この中から最大の水滴を選定して，その水滴の

横にコンクリート面から45度傾けた鏡を置き，正面

から写真撮影した．これを写真－２に示す．この写

真からパソコン上で水滴の径および高さを測定し

て接触角（2θ）を求めた．また，これに併せてコ

ンクリート表面の濡れ色の観察を行った． 

 

 

 

 

 

 写真－１ 室内の水滴 写真－２ 実構造物の水滴 

４．２ 色調 

室内の色調観察を写真－３に，実構造物の色調観

察を写真－４に示す．双方とも，配色カード（Ｎ社

製「新配色カード199a」）を使用し，未塗布部と塗

布部の色調（明度）を配色カードに記載されている

記号で数値化し，この色調の差により評価した．な

お，色調の差は以下の式より算出している． 

［色調の差＝未塗布部の色調－塗布部の色調］ 

  

 

 

 

 

写真－３ 室内の色調 写真－４ 実構造物の色調 

キーワード 表面処理材，室内，実構造物，撥水性，色調，ひび割れ充填性 

連絡先 〒781-0112 高知県高知市仁井田 1625 番地 2 大旺新洋株式会社 TEL088-847-2115 

番号 構造物名称 周辺環境 表面処理材塗布箇所

1 橋台 山間部 2面（前・背面）

2 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ 山間部 2面（内壁右・左面）

3 橋脚（RC巻立て） 沿岸部 2面（東・西面）

4 橋脚（RC巻立て） 沿岸付近 4面（東・西・南・北面）

5 橋脚（RC巻立て） 沿岸付近 4面（東・西・南・北面）

仕様 室内 実構造物

（g/m
2
） （g/0.04m

2
） （g/0.25m

2
）

Ｅ 高分子系 250 10.0 62.5

Ｍ シラン系 200 8.0 50.0

Ａ シラン系 200 8.0 50.0

Ｓ 脂肪酸系 200 8.0 50.0

Ｃ けい酸塩系 200 8.0 50.0

Ｋ けい酸塩系・シラン混合型 150 6.0 37.5

表面処理材 塗布量

記号 種別
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４．３ ひび割れ内部の充填性 

ひび割れ内部の充填性は，室内ではマイクロスコ

ープにより，実構造物ではデジタルカメラによりひ

び割れ部の拡大写真を撮影し，充填物の有無やその

性状を確認した． 

５．結果および考察 

５．１ 撥水性 

図－１に実構造物の水滴の径および接触角の相

関図を示す．Ｒ2＝0.909ときわめて強い相関関係を

示しており，これより，垂直面での撥水性の評価に

おいても，水滴径の影響が大きいと推察された．ま

た，図－２に室内及び実構造物の水滴径の推移を示

す．ここで，撥水性が比較的高いと考えられるＭ・

Ｓ・Ａでは，室内と実構造物の水滴径が同程度の差

で推移しており，水滴径によりその性状を示してい

ると推察された．これに対し，その他の表面処理材

では，室内と実構造物の水滴径の推移にあまり規則

性は見られないものの，コンクリート表面には比較

的多くの箇所で濡れ色が観察された．以上から，撥

水性は水滴径と濡れ色の有無を併せて評価する必

要性があると考えられた． 

 

 

 

 

 

 

図－１ 水滴径と接触角 図－２ 水滴径の推移 

５．２ 色調 

配色カードにより，未塗布部と塗布部の色調の差

を確認し，その結果を「薄い」・「同等」・「濃い」の

3種類に分類した色調の発生確率を図－３に示す． 

 

 

 

 

 

 

 図－３ 色調の発生確率 

Ｅ・Ｍでは，室内で「薄い」に分布が多かったも

のが実構造物で「同等」の分布が多くなっており，

Ｓ・Ｋでは，室内で「同等」に分布が多かったもの

が実構造物で「濃い」の分布が多くなっている．ま

た，Ａ・Ｃでは，その分布に大きな変化は見られな

いなど，配色カードにより，室内と実構造物の色調

の変化を捉えており，その有効性が確認された． 

５．３ ひび割れ内部の充填性 

写真－５に室内でのマイクロスコープによる写

真を，写真－６に実構造物でのデジタルカメラによ

る写真を示す．どちらの手法においても表面処理材

の種類に関わらず，ひび割れ部の充填状況が確認さ

れ，その有効性が確認された． 

 

 

 

 

 Ｅ：高分子系 Ｃ：けい酸塩系 Ｓ：脂肪酸系 

 写真－５ マイクロスコープによるひび割れ部の写真 

 

 

 

 Ｅ：高分子系 Ｃ：けい酸塩系 Ｓ：脂肪酸系 

 写真－６ デジタルカメラによるひび割れ部の写真 

６．まとめ 

撥水性の評価は，撥水性が高い場合には水滴径に

よりその傾向が伺えるが，全体的には濡れ色の有無

を併せて評価する必要性が見られた．一方，色調と

ひび割れ充填性の評価は，今回の方法が概ね有効で

あると確認できた．今後も継続してこの観察を実施

し，評価方法の適切性を検証したい． 
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